
１１月外客数

１０
年
同
月
比
２
％
の
増
加

６
月
以
来
の

プ
ラ
ス
に
　

台
湾
が
最
高
値
、中
国
２
割
減

半
数
が
３
ヵ
月
以
内
に
旅
行

ゆ
と
り
世
代
　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
研
が
調
査

大　　型
国際会議

新
た
に
２
件
を
誘
致

横
浜
　

１３
年
も
開
催
続
々

「『
感
じ
る
博
』参
画
を
」

神
戸
夙
川
学
院
大
　

事
業
説
明
会
開
催

宿
泊
施
設
で
の
イ
ベ
ン
ト

「
忘
年
会
」が
５６
％
に
ゆこゆこ
調　　べ

近
ツ
ー
　

特
損
３
億
４４００
万
円
計
上

福島県

都
内
で
フ
ェ
ア
開
催

綾
瀬
さ

ん

も
ア
ピ
ー
ル

２
月
５
日
に
産
学
セ
ミ
ナ
ー
　

日
観
協
　

講
演
や
パ
ネ
ル
討
論

涅涅月
（人）

涅涅年同
月比増
減（％）

涅濤年同
月比増
減（％）

１～涅涅月
（人）

涅涅年同
期比増
減（％）

涅濤年同
期比増
減（％）

総数 淇渊涸，淇濤濤 涅淦．淇 淹．淹 淦，淇淦涸，淆濤濤 渕淇．濤 －渕．淇

韓国 涅涸渕，淇濤濤 渕淦．濤 －淇．淆 涅，涸渊渊，渊濤濤 淹涅．淇 －涅淦．淇

中国 涵淹，濤濤濤 －渊渕．淇 －淹渊．濤 涅，渕淦淆，濤濤濤 渊渕．涅 淹．濤

台湾 涅淹渕，渕濤濤 渊渕．濤 渕淦．淆 涅，渕涵渊，淦濤濤 渊淦．淆 涅渊．涅

香港 渕淇，淹濤濤 淦．渊 渕淹．濤 渊渕淇，涸濤濤 渕淇．渕 －淇．渕

タイ 淹渊，淹濤濤 涅涅濤．淦 淹涸．涅 淹渕涵，淹濤濤 涸淇．渊 淹濤．渕

シンガポール 涅渊，涸濤濤 涅淦．淆 －渕淦．渕 涅涅渊，涸濤濤 淹淆．淦 －淹濤．渊

豪州 涅渊，濤濤濤 涅淇．涅 －淦．淦 涅涸涅，淹濤濤 淹涵．淦 －淆．涸

米国 涵涸，淹濤濤 淆．淦 －涅．涵 淇涵淆，涵濤濤 淹涸．淹 －淹．濤

カナダ 涅涅，涵濤濤 涅淹．淹 －濤．淇 涅淹渕，淦濤濤 渕淇．淹 －涅淹．渕

英国 涅渊，濤濤濤 淇．濤 －淦．涅 涅淇濤，淆濤濤 淹涵．淇 －淇．涅

フランス 涅濤，涸濤濤 涅淆．渊 －淹．淆 涅淹濤，渕濤濤 渕涸．濤 －涅渊．淇

ドイツ 涅涅，濤濤濤 涸．淇 －涅涅．淦 涅濤涅，淦濤濤 渕淇．淦 －涅渕．濤

マレーシア 涅涵，淹濤濤 淆淇．涸 渕淦．涵 涅涅渕，涅濤濤 淇淇．涵 涅淇．涵

インド 淇，涅濤濤 涅濤．濤 涅渕．淆 淇渊，渊濤濤 涅淦．濤 渕．濤

ロシア 涵，渕濤濤 渊濤．淦 淇．涵 渊淇，濤濤濤 渊淆．渕 －渕．淦

インドネシア 淦，淦濤濤 渊濤．涵 渕淦．涅 涸涸，淹濤濤 淇涸．涅 淹淇．淆

ベトナム 渊，淦濤濤 淹渕．渊 淹渊．淇 涵涅，淦濤濤 渕涵．渕 渕淹．涵

その他 涵淇，濤濤濤 涅涸．淹 淹．淇 淇濤渕，渕濤濤 渕淆．淦 －淹．淦

訪日外客数（ＪＮＴＯ推計値）

　
◎
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

歉
１
月
１
日
付
歐

　
※
前
職
は
旧
近
畿
日
本
ツ
欟

リ
ス
ト
‖
Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥
Ｃ
Ｔ
ホ
欟

ル
デ
檪
ン
グ
ス
の
役
職
名

　
総
務
広
報
部
長歉
総
務
部
長
歐

増
田
充
康
▽
総
務
広
報
部
部
長

歉
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
Ｃ
Ｓ
推
進

部
長
歐
仲
章
弘
▽
総
務
広
報
部

部
長
‖
大
阪
駐
在
歉
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
室
部
長
‖
大
阪
駐
在
‖
兼

団
体
旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ

欟
関
西
営
業
本
部
部
長
歐
中
永

毅
▽
人
事
部
部
長
歉
人
事
部
部

長
歐
片
本
義
也
▽
経
理
部
長

歉
経
理
部
長
歐
伊
藤
浩
一
▽
営

業
支
援
本
部
国
内
旅
行
部
部
長

歉
旅
行
事
業
本
部
国
内
旅
行
部

部
長
歐
中
村
修
▽
営
業
支
援
本

部
国
内
旅
行
部
渉
外
部
長
‖
東

京
駐
在
‖
兼
渉
外
部
長
‖
仙
台

駐
在
歉
旅
行
事
業
本
部
国
内
旅

行
部
渉
外
部
長
‖
東
京
駐
在
‖

兼
渉
外
部
長
‖
仙
台
駐
在
歐
杉

崎
健
一
▽
営
業
支
援
本
部
国
内

旅
行
部
渉
外
部
長
‖
名
古
屋
駐

在
歉
旅
行
事
業
本
部
国
内
旅
行

部
渉
外
部
長
‖
名
古
屋
駐
在
歐

河
合
昌
二
▽
営
業
支
援
本
部
国

内
旅
行
部
渉
外
部
長
‖
大
阪
駐

在
‖
兼
渉
外
部
長
‖
広
島
駐
在

歉
旅
行
事
業
本
部
国
内
旅
行
部

渉
外
部
長
‖
大
阪
駐
在
‖
兼
渉

外
部
長
‖
広
島
駐
在
歐
田
口
広

司
▽
営
業
支
援
本
部
国
内
旅
行

部
渉
外
部
長
‖
福
岡
駐
在
歉
旅

行
事
業
本
部
国
内
旅
行
部
渉
外

部
長
‖
福
岡
駐
在
歐
嵩
博
文
▽

営
業
支
援
本
部
訪
日
旅
行
部
部

長
歉
旅
行
事
業
本
部
訪
日
旅
行

部
部
長
歐
赤
穂
均
▽
営
業
支
援

本
部
関
連
商
品
部
長
歉
旅
行
事

業
本
部
関
連
商
品
事
業
部
長
歐

杉
田
智
信
▽
営
業
統
括
本
部
管

理
部
長
兼
人
事
部
部
長
歉
団
体

旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
副

カ
ン
パ
ニ
欟
長
兼
管
理
部
長
兼

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
部
長
歐
岡
山

保
則
▽
営
業
統
括
本
部
販
売
部

長
歉
団
体
旅
行
事
業
本
部
カ
ン

パ
ニ
欟
販
売
部
部
長
歐
福
岡
卓

▽
営
業
統
括
本
部
販
売
部
部
長

歉
団
体
旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ

ニ
欟
販
売
部
部
長
歐
網
野
正
利

▽
営
業
統
括
本
部
販
売
部
部
長

歉
団
体
旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ

ニ
欟
販
売
部
課
長
歐
平
沼
潤
一

▽
営
業
統
括
本
部
販
売
部
部
長

歉
団
体
旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ

ニ
欟
販
売
部
課
長
歐
三
好
宏
之

▽
営
業
統
括
本
部
販
売
部
部
長

‖
名
古
屋
駐
在
‖
兼
中
部
営
業

本
部
部
長
歉
経
営
戦
略
本
部
課

長
歐
石
綿
利
一
▽
営
業
統
括
本

部
地
域
誘
客
事
業
部
長
兼
ス
ポ

欟
ツ
事
業
部
長
歉
団
体
旅
行
事

業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
地
域
誘
客

事
業
部
長
兼
ス
ポ
欟
ツ
事
業
部

長
歐
青
木
淑
浩
▽
営
業
統
括
本

部
ス
ポ
欟
ツ
事
業
部
部
長
歉
団

体
旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟

ス
ポ
欟
ツ
事
業
部
部
長
歐
石
川

明
彦
▽
営
業
統
括
本
部
イ
ベ
ン

ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
・
コ
ン

グ
レ
ス
営
業
本
部
長
歉
団
体
旅

行
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
イ
ベ

ン
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
・
コ

ン
グ
レ
ス
営
業
本
部
副
本
部
長

兼
管
理
部
長
歐
高
浦
雅
彦
▽
営

業
統
括
本
部
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン

ベ
ン
シ
欖
ン
・
コ
ン
グ
レ
ス
営

業
本
部
管
理
部
長
歉
団
体
旅
行

事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
関
東
営

業
本
部
管
理
部
長
歐
北
條
史
憲

▽
営
業
統
括
本
部
イ
ベ
ン
ト
・

コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
・
コ
ン
グ
レ

ス
営
業
本
部
販
売
部
長
歉
団
体

旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
イ

ベ
ン
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
・

コ
ン
グ
レ
ス
営
業
本
部
販
売
部

長
兼
営
業
サ
ポ
欟
ト
部
長
歐
安

岡
宗
秀
▽
営
業
統
括
本
部
イ
ベ

ン
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
・
コ

ン
グ
レ
ス
営
業
本
部
部
長
兼
営

業
サ
ポ
欟
ト
部
長
歉
団
体
旅
行

事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
イ
ベ
ン

ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
・
コ
ン

グ
レ
ス
営
業
本
部
第
１
営
業
支

店
長
歐
高
川
雄
二
▽
営
業
統
括

本
部
関
東
営
業
本
部
長
歉
団
体

旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
関

東
営
業
本
部
長
歐
倉
橋
修
蔵
▽

営
業
統
括
本
部
関
東
営
業
本
部

販
売
部
長
歉
団
体
旅
行
事
業
本

部
カ
ン
パ
ニ
欟
関
東
営
業
本
部

宇
都
宮
支
店
長
歐
藤
田
浩
▽
営

業
統
括
本
部
首
都
圏
営
業
本
部

長
歉
団
体
旅
行
事
業
本
部
カ
ン

パ
ニ
欟
副
カ
ン
パ
ニ
欟
長
兼
販

売
部
長
歐
木
島
正
人
▽
営
業
統

括
本
部
首
都
圏
営
業
本
部
管
理

部
長
歉
団
体
旅
行
事
業
本
部
カ

ン
パ
ニ
欟
首
都
圏
営
業
本
部
管

理
部
長
歐
細
川
典
久
▽
営
業
統

括
本
部
首
都
圏
営
業
本
部
販
売

部
長
歉
団
体
旅
行
事
業
本
部
カ

ン
パ
ニ
欟
関
東
営
業
本
部
販
売

部
長
歐
露
木
成
仁
▽
営
業
統
括

本
部
中
部
営
業
本
部
長
歉
団
体

旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
中

部
営
業
本
部
名
古
屋
法
人
イ
ベ

ン
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
支
店

長
歐
客
井
正
夫
▽
営
業
統
括
本

部
中
部
営
業
本
部
副
本
部
長
兼

管
理
部
長
歉
団
体
旅
行
事
業
本

部
カ
ン
パ
ニ
欟
中
部
営
業
本
部

副
本
部
長
兼
販
売
部
長
歐
中
津

功
▽
営
業
統
括
本
部
中
部
営
業

本
部
販
売
部
長
歉
イ
ベ
ン
ト
ア

ン
ド
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
ハ
ウ
ス

出
向
歐
永
毀
安
基
▽
営
業
統
括

本
部
関
西
営
業
本
部
管
理
部
長

歉
団
体
旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ

ニ
欟
関
西
営
業
本
部
販
売
部

長
歐
津
留
敦
徳
▽
営
業
統
括
本

部
関
西
営
業
本
部
販
売
部
長

歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
イ

ト
出
向
歐
池
田
哲
哉

　
◇
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
個

人
旅
行
歉
１
月
１
日
歐
営
業
支

援
部
部
長
歉
個
人
旅
行
事
業
本

部
カ
ン
パ
ニ
欟
部
長
兼
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
室
部
長
歐
小
野
雅
仁
▽

マ
欟
ケ
テ
檪
ン
グ
部
部
長
歉
個

人
旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟

部
長
歐
金
成
哲
夫
▽
国
内
旅
行

商
品
事
業
本
部
部
長
歉
個
人
旅

行
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
国
内

旅
行
商
品
事
業
本
部
部
長
歐
守

本
英
雄
▽
国
内
旅
行
商
品
事
業

本
部
部
長
歉
個
人
旅
行
事
業
本

部
カ
ン
パ
ニ
欟
国
内
旅
行
商
品

事
業
本
部
メ
イ
ト
事
業
部
長
歐

田
中
亮
▽
海
外
旅
行
商
品
事
業

本
部
部
長
兼
近
畿
日
本
ツ
欟
リ

ス
ト
営
業
支
援
本
部
海
外
旅
行

部
部
長
歉
個
人
旅
行
事
業
本
部

カ
ン
パ
ニ
欟
海
外
旅
行
商
品
事

業
本
部
部
長
兼
旅
行
事
業
本
部

海
外
旅
行
部
部
長
歐
大
橋
勤
▽

海
外
旅
行
商
品
事
業
本
部
海
外

仕
入
商
品
企
画
事
業
部
部
長
兼

近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
営
業
支

援
本
部
海
外
旅
行
部
部
長
歉
個

人
旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟

海
外
旅
行
商
品
事
業
本
部
部
長

兼
旅
行
事
業
本
部
海
外
旅
行
部

部
長
歐
菅
野
貴
▽
海
外
旅
行
商

品
事
業
本
部
海
外
仕
入
商
品
企

画
事
業
部
中
部
海
外
仕
入
商
品

企
画
部
長
兼
国
内
旅
行
商
品
事

業
本
部
メ
イ
ト
事
業
部
中
部
メ

イ
ト
企
画
部
長
歉
個
人
旅
行
事

業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
海
外
旅
行

商
品
事
業
本
部
中
部
海
外
仕
入

商
品
企
画
部
長
歐
笹
生
友
広
▽

国
内
旅
行
商
品
事
業
本
部
国
内

マ
ル
チ
メ
デ
檪
ア
事
業
部
長

歉
個
人
旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ

ニ
欟
国
内
旅
行
商
品
事
業
本
部

国
内
マ
ル
チ
メ
デ
檪
ア
事
業
部

長
歐
宿
谷
勝
士
▽
海
外
旅
行
商

品
事
業
本
部
海
外
仕
入
商
品
企

画
事
業
部
部
長
歉
個
人
旅
行
事

業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
海
外
旅
行

商
品
事
業
本
部
海
外
仕
入
商
品

企
画
事
業
部
部
長
歐
新
貝
博
之

▽
海
外
旅
行
商
品
事
業
本
部
海

外
マ
ル
チ
メ
デ
檪
ア
事
業
部
長

歉
個
人
旅
行
事
業
本
部
カ
ン
パ

ニ
欟
海
外
旅
行
商
品
事
業
本
部

海
外
マ
ル
チ
メ
デ
檪
ア
事
業
部

長
歐
内
尾
智
子
▽
提
携
販
売
事

業
本
部
販
売
部
長
兼
東
日
本
提

携
販
売
事
業
部
長
歉
個
人
旅
行

事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
提
携
販

売
事
業
本
部
販
売
部
長
兼
東
日

本
提
携
販
売
事
業
部
長
歐
池
田

康
司
▽
提
携
販
売
事
業
本
部
部

長
‖
中
部
地
区
担
当
歉
個
人
旅

行
事
業
本
部
カ
ン
パ
ニ
欟
提
携

販
売
事
業
本
部
部
長
‖
中
部
地

区
担
当
歐
小
林
修
一
郎
▽
提
携

販
売
事
業
本
部
部
長
‖
関
西
地

区
担
当
歉
個
人
旅
行
事
業
本
部

カ
ン
パ
ニ
欟
提
携
販
売
事
業
本

部
部
長
‖
関
西
地
区
担
当
歐
木

村
雅
一

　
◎
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟

　
　
　
　
　
歉
１
月
１
日
付
歐

　
旅
行
営
業
本
部
カ
ン
フ
櫟
レ

ン
ス
事
業
部
長
兼
営
業
推
進
室

長
歉
旅
行
営
業
本
部
Ｍ
Ｃ
Ｃ
事

業
部
長
歐
濱
崎
真
一
▽
旅
行
営

業
本
部
支
店
統
括
部
東
北
ブ
ロ

蘖
ク
長
歉
旅
行
営
業
本
部
支
店

統
括
部
郡
山
支
店
長
歐
菅
原
慎

一
▽
旅
行
営
業
本
部
支
店
統
括

部
首
都
圏
ブ
ロ
蘖
ク
長
歉
旅
行

営
業
本
部
支
店
統
括
部
中
部
ブ

ロ
蘖
ク
長
歐
青
木
邦
博
▽
旅
行

営
業
本
部
支
店
統
括
部
甲
信
ブ

ロ
蘖
ク
長
歉
旅
行
営
業
本
部
支

店
統
括
部
首
都
圏
ブ
ロ
蘖
ク
長

兼
甲
信
ブ
ロ
蘖
ク
長
歐
加
藤
政

明
▽
旅
行
営
業
本
部
支
店
統
括

部
中
部
ブ
ロ
蘖
ク
長
歉
旅
行
営

業
本
部
支
店
統
括
部
東
北
ブ
ロ

蘖
ク
長
歐
佐
竹
晃
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日
本
政
府
観
光
局
歉
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
歐
が
灑
月
炮
日
に
発
表
し
た
２
０
１
２
年
瀲
月
の

訪
日
外
客
数
歉
推
計
値
歐
は
欷
前
年
同
月
比
烱
・
６
％
増
の
爰
万
９
千
人
だ
檸
た
盜

東
日
本
大
震
災
前
の
水
準
の
前
々
年
同
月
と
の
比
較
で
は
２
・
２
％
の
増
加
で
欷
灑

年
６
月
以
来
の
プ
ラ
ス
と
な
檸
た
盜
韓
国
の
回
復
が
進
み
欷
台
湾
な
ど
が
過
去
最
高

を
記
録
し
た
が
欷
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
問
題
を
受
け
て
中
国
は
前
々
年
比
約
２
割
の

減
少
だ
檸
た
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
は
灑

月
灑
日
欷
欹
ゆ
と
り
世
代
飮

歉
炸
殳
烙
歳
歐
と
欹
プ
レ
ゆ

と
り
世
代
飮
歉
焉
殳
煦
歳
歐

の
旅
行
意
識
な
ど
の
調
査
の

結
果
を
発
表
し
た
盜
調
査
は

瀾
月
下
旬
に
実
施
盜
３
カ
月

以
内
に
泊
ま
り
掛
け
で
国
内

旅
行
を
し
た
人
は
欷
ゆ
と
り

世
代
燒
・
２
％
欷
プ
レ
ゆ
と

り
世
代
熨
・
６
％
が
欹
国
内

に
出
か
け
た
飮
だ
檸
た
盜

　
泊
ま
り
掛
け
の
海
外
旅
行

は
欷
ゆ
と
り
世
代
が
４
・
８

％
欷
プ
レ
ゆ
と
り
世
代
が
６

・
６
％
だ
檸
た
盜
ど
ち
ら
の

世
代
も
約
半
数
は
泊
ま
り
掛

け
の
旅
行
を
し
た
と
い
う
結

果
が
出
た
盜

　
旅
行
の
際
に
利
用
し
た
交

通
機
関
は
欷
ゆ
と
り
世
代
も

プ
レ
ゆ
と
り
世
代
も
欷
欹
電

車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
飮
が
そ
れ
ぞ
れ
燧
・
８

％
％
欷
燗
・
３
％
と
半
数
前

後
を
占
め
た
盜
２
位
は
欷
ゆ

と
り
世
代
で
欹
飛
行
機
飮

歉
炳
・
４
％
歐
欷
プ
レ
ゆ
と

り
世
代
で
は
欹
自
家
用
車
飮

歉
烙
・
２
％
歐
と
な
檸
た
盜

　
電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
の
良
い
と
こ
ろ
と

し
て
は
欷
費
用
の
安
さ
に
加

え
て
欷
欹
同
行
者
や
自
分
が

運
転
し
な
く
て
す
み
欷
気
を

使
わ
な
い
飮
と
い
檸
た
気
楽

さ
も
あ
げ
ら
れ
た
盜
欹
仲
間

と
の
空
気
感
を
大
切
に
す
る

若
者
世
代
な
ら
で
は
の
価
値

観
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
飮
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
盜

　
一
方
で
自
家
用
車
は
欷

欹
時
間
に
捕
ら
わ
れ
ず
に
移

動
で
き
る
飮
や
欹
自
宅
か
ら

出
発
で
き
る
飮
欹
荷
物
を
運

ば
な
く
て
す
む
飮
と
い
檸
た

利
便
性
が
魅
力
の
よ
う
だ
盜

　
旅
行
先
で
大
事
に
し
た
い

こ
と
は
欷
ゆ
と
り
世
代
が
煬

・
２
％
欷
プ
レ
ゆ
と
り
世
代

が
煬
・
８
％
で
欷
欹
そ
の
土

地
な
ら
で
は
の
風
景
や
観
光

を
楽
し
む
飮
が
共
に
１
位
と

な
檸
た
盜
２
位
は
ゆ
と
り
世

代
が
欹
何
も
せ
ず
欷
の
ん
び

り
欷
ま
檸
た
り
す
る
飮
歉
炸

・
２
％
歐
欷
プ
レ
ゆ
と
り
世

代
が
欹
そ
の
土
地
な
ら
で
は

の
食
事
や
買
い
物
飮
歉
炬
・

２
％
歐
だ
檸
た
盜
プ
レ
ゆ
と

り
世
代
の
方
が
少
し
外
向
き

の
傾
向
が
見
ら
れ
た
盜

　
シ
ニ
ア
向
け
宿
泊
予
約
サ

欟
ビ
ス
を
提
供
す
る
ゆ
こ
ゆ

こ
は
こ
の
ほ
ど
欷
宿
泊
予
約

サ
イ
ト欹
ゆ
こ
ゆ
こ
ネ
蘖
ト
飮

の
炳
殳
牆
代
の
メ
欟
ル
マ
ガ

ジ
ン
会
員
を
対
象
に
欷
欹
旅

館
・
ホ
テ
ル
で
実
施
し
た
こ

と
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
飮
に
つ

い
て
調
査
し
た
盜
そ
の
結
果
欷

欹
忘
年
会
飮
が
燼
・
４
％
と

最
も
多
か
檸
た
盜

　
調
査
は
灑
年
９
月
灑
殳
烱

日
に
実
施
欷
４
８
０
人
歉
う

ち
女
性
２
４
０
人
歐
か
ら
回

答
を
得
た
盜

　
次
い
で
多
か
檸
た
の
は
新

年
会
で
熏
・
３
％
盜
以
下
欷

同
窓
会
歉
煢
・
０
％
歐
欷
送

迎
会
歉
烽
・
９
歐
の
順
盜
長

寿
祝
い
も
焉
・
１
％
あ
檸
た
盜

欹
性
年
代
別
に
み
る
と
欷
忘

年
会
牘
・
５
％
欷
新
年
会
燠

・
３
％
と
欷
爛
殳
牆
代
の
シ

ニ
ア
男
性
の
実
施
経
験
が
最

も
多
い
結
果
と
な
檸
た
飮
と

い
う
盜

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
忘
年
会

や
新
年
会
を
行
檸
て
よ
か
檸

た
点
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
欷
シ
ニ
ア
世
代
か
ら
は
便

利
さ
欷
安
心
欷
施
設
の
充
実

を
挙
げ
る
声
が
多
か
檸
た
盜

具
体
的
に
は
欹
２
次
会
も
宿

の
中
で
済
ま
せ
ら
れ
る
飮

欹
家
に
帰
る
時
間
を
気
に
せ

ず
に
ゆ
檸
く
り
で
き
る
飮

欹
寒
い
季
節
欷
温
泉
付
き
で

宴
会
で
き
る
の
は
最
高
飮
と

し
て
い
る
盜

離
婚
し
な
い
た
め

の
婚
活
ツ
ア
欟

日
本
旅
行
が
発
売

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
欷

欹
離
婚
式
プ
ラ
ン
ナ
欟
飮
の

寺
井
広
樹
さ
ん
監
修
の
欹
離

婚
し
な
い
た
め
に
学
ぶ
婚
活

ツ
ア
欟
橄
京
都
飮
を
発
売
し

た
盜
欹
婚
活
飮
を
目
的
と
し

た
未
婚
の
男
女
対
象
の
ツ
ア

欟
盜
京
都
の
パ
ワ
欟
ス
ポ
蘖

ト
を
巡
り
欷
男
女
の
出
会
い

の
場
を
提
供
す
る
ほ
か
欷

欹
離
婚
し
な
い
た
め
の
出
会

い
飮
を
欷
ツ
ア
欟
に
同
行
す

る
寺
井
氏
の
講
和
を
通
し
て

学
ん
で
も
ら
う
盜

　
２
月
９
欷
瀾
日
の
１
泊
２

日
盜
料
金
は
現
地
集
合
１
万

９
８
０
０
円
欷
東
京
発
３
万

７
８
０
０
円
盜

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

歉
現
Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥
Ｃ
Ｔ
ホ
欟
ル

デ
檪
ン
グ
ス
歐
は
灑
月
炳
日
欷

２
０
１
２
年
灑
月
期
歉
灑
年

１
月
１
日
殳
同
灑
月
煕
日
歐

に
特
別
損
失
を
連
結
で
３
億

４
４
０
０
万
円
計
上
す
る
と

発
表
し
た
盜
退
職
希
望
者
の

増
加
が
要
因
盜

　
選
択
退
職
制
度
の
拡
充
に

伴
い
欷
割
増
退
職
金
の
支
払

い
が
増
え
る
盜
個
別
の
特
損

は
２
億
３
千
万
円
を
計
上
す

る
盜

女
子
フ
蘖
ト
サ
ル

大
会
箱
根
で
開
催

近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
は

２
月
炯
欷
烱
の
２
日
間
欷
神

奈
川
県
箱
根
町
で
欹
第
１
回

温
泉
Ｄ
Ｅ
女
子
フ
蘖
ト
サ
ル

大
会
Ｉ
Ｎ
箱
根
歉
よ
り
強
く

！
よ
り
美
し
く
歐
飮
を
開
催

す
る
盜

　
大
会
で
は
試
合
の
ほ
か
欷

懇
親
会
や
お
楽
し
み
イ
ベ
ン

ト
欷
Ｊ
リ
欟
グ
の
湘
南
ベ
ル

マ
欟
レ
の
選
手
に
よ
る
フ
蘖

ト
サ
ル
ク
リ
ニ
蘖
ク
な
ど
も

予
定
し
て
い
る
盜
参
加
資
格

は
高
校
生
以
上
の
女
性
で
あ

れ
ば
誰
で
も
可
盜
炯
チ
欟
ム

と
欷
混
成
チ
欟
ム
に
加
わ
る

個
人
参
加
者
を
募
集
盜

　
参
加
費
は
チ
欟
ム
参
加
が

１
万
８
千
円
欷
個
人
参
加
が

３
千
円
盜
懇
親
会
参
加
費

歉
５
千
円
歐
と
宿
泊
費
歉
１

泊
朝
食
付
き
６
千
円
か
ら
歐

は
別
途
必
要
盜
問
い
合
わ
せ

は
大
会
事
務
局
歉
同
社
横
浜

支
店
歐甘
０
４
５歉
２
８
７
歐

４
５
８
０
盜

　
瀲
月
の
単
月
と
し
て
は
欷

瀘
年
瀲
月
の
爿
万
７
千
人
に

次
ぐ
過
去
２
番
目
の
実
績
盜

灑
年
１
殳
瀲
月
の
累
計
は
７

６
７
万
９
千
人
と
な
り
欷
前

年
同
期
比
で
煖
・
０
％
増
欷

前
々
年
同
期
比
で
３
・
６
％

減
だ
檸
た
盜
灑
年
の
年
間
外

客
数
は
欷
灑
月
の
集
計
が
残

檸
て
い
る
が
欷
年
間
目
標
の

９
０
０
万
人
に
は
届
か
ず
欷

８
０
０
万
人
台
前
半
と
な
る

見
通
し
盜

　
瀲
月
を
市
場
別
に
み
る

と
欷
韓
国
は
前
々
年
同
期
比

６
・
９
％
減
の
炬
万
４
千
人
盜

放
射
能
に
関
す
る
風
評
被
害

は
一
部
に
残
檸
て
い
る
が
欷

震
災
前
と
比
べ
た
減
少
率
は

初
め
て
１
桁
台
に
縮
小
し

た
盜
Ｌ
Ｃ
Ｃ
歉
格
安
航
空
会

社
歐
の
就
航
に
よ
る
訪
日
旅

行
の
割
安
感
欷
円
高
ウ
櫻
ン

安
の
緩
和
傾
向
が
プ
ラ
ス
に

は
た
ら
い
た
盜

　
台
湾
は
同
煬
・
９
％
増
の

灑
万
３
千
人
と
大
幅
な
伸
び

を
示
し
欷
過
去
最
高
を
記
録

し
た
盜
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
就
航
で
紅

葉
シ
欟
ズ
ン
の
旅
行
需
要
や

若
年
層
の
旅
行
需
要
が
喚
起

さ
れ
欷
団
体
旅
行
に
加
え
欷

個
人
旅
行
者
も
増
加
し
た
盜

　
こ
の
ほ
か
過
去
最
高
を
記

録
し
た
の
が
香
港
欷
タ
イ
欷

マ
レ
欟
シ
ア
欷
イ
ン
ド
欷
ベ

ト
ナ
ム
盜
特
に
タ
イ
は
８
カ

月
連
続
で
過
去
最
高
を
記
録

し
欷
１
殳
瀲
月
の
累
計
烋
万

５
千
人
は
こ
れ
ま
で
の
年
間

記
録
を
更
新
し
て
い
る
盜

　
し
か
し
欷
中
国
は
同
烝
・

０
％
減
の
５
万
２
千
人
盜
瀾

年
瀲
月
は
尖
閣
諸
島
沖
の
中

国
漁
船
衝
突
事
件
の
影
響
が

大
き
か
檸
た
時
期
で
あ
る
た

め
欷
減
少
率
は
小
さ
く
表
れ

て
い
る
盜
個
人
旅
行
は
減
少

し
て
い
る
も
の
の
欷
比
較
的

影
響
は
小
さ
い
が
欷
団
体
旅

行
は
前
月
に
引
き
続
き
新
規

予
約
が
鈍
化
し
て
い
る
盜

　
他
の
主
要
市
場
で
は
欷
米

国
が
同
１
・
５
％
減
の
５
万

８
千
人
と
震
災
前
と
ほ
ぼ
同

じ
水
準
盜
豪
州
は
円
高
な
ど

が
影
響
し
て
同
７
・
７
％
減

の
１
万
４
千
人
盜
欧
州
で
は

ド
イ
ツ
が
放
射
能
の
風
評
被

害
な
ど
の
影
響
で
同
瀲
・
７

％
減
の
１
万
１
千
人
盜

　
訪
日
市
場
の
動
向
に
つ
い

て
観
光
庁
の
井
手
憲
文
長
官

は
欷
灑
月
炮
日
の
定
例
会
見

で
欹
全
体
と
し
て
は
２
０
１

０
年
の
レ
ベ
ル
ま
で
戻
檸
て

き
た
盜
灣
年
は
韓
国
と
の
地

方
間
の
観
光
交
流
欷
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
歉
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
歐
へ
の
プ
ロ
モ
欟
シ
欖
ン

な
ど
に
力
を
入
れ
欷
さ
ら
に

伸
ば
し
た
い
飮
盜
尖
閣
諸
島

の
問
題
の
影
響
が
残
る
中
国

に
つ
い
て
は
欹
し
ば
ら
く
減

少
が
続
く
が
欷
中
期
的
に
は

回
復
へ
の
@
胎
動
A
が
始
ま

檸
て
い
る
飮
と
指
摘
し
た
盜

　
一
方
欷
灑
年
瀲
月
の
出
国

日
本
人
数
は
欷
前
年
同
月
比

３
・
９
％
減
の
１
４
４
万
人
盜

１
殳
瀲
月
累
計
は
前
年
同
期

比
９
・
８
％
増
の
１
７
０
６

万
２
千
人
で
欷
年
間
で
は
１

８
０
０
万
人
を
超
え
る
見
通

し
だ
盜

歇
向
野
悟
歃

　
横
浜
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
欖

ン
・
ビ
欒
欟
ロ
欟
は
こ
の
ほ

ど
欷
ゴ
欟
ル
ド
シ
欒
ミ
蘖
ト

国
際
会
議
欷
国
際
嗅
覚
味
覚

学
会
の
誘
致
に
成
功
し
た
と

発
表
し
た
盜
い
ず
れ
も
２
０

１
６
年
に
横
浜
市
で
開
催
さ

れ
る
盜

　
多
く
の
国
際
会
議
が
横
浜

で
開
催
さ
れ
る
の
は
欹
産
学

が
連
携
し
て
イ
ノ
ベ
欟
シ
欖

ン
を
推
進
で
き
る
社
会
経
済

の
基
盤
構
築
の
ほ
か
欷
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
を
中
心
と
し

た
科
学
・
学
術
分
野
の
発
展

に
横
浜
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
た
め
飮
と
同
ビ
欒
欟
ロ

欟
盜

　
ま
た
欷
欹
ノ
欟
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
京

大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
所
長

の
山
中
伸
弥
教
授
が
国
内
委

員
長
を
務
め
欷
灑
年
６
月
に

パ
シ
フ
檪
コ
横
浜
で
開
催
さ

れ
た
国
際
幹
細
胞
学
会
年
次

大
会
の
成
功
は
横
浜
の
名
を

広
く
世
界
に
示
し
た
飮
と
強

調
す
る
盜

　
同
ビ
欒
欟
ロ
欟
の
国
際
会

議
に
取
り
組
み
は
着
実
に
成

果
を
上
げ
て
お
り
欷
灣
年
は

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
を
は
じ

め
欷
国
際
化
学
療
法
学
会
欷

国
際
酪
農
連
盟
ワ
欟
ル
ド
デ

イ
リ
欟
サ
ミ
蘖
ト
２
０
１
３

な
ど
が
開
催
さ
れ
る
盜

　
神
戸
夙
川
学
院
大
学
は
灑

月
炳
日
欷
同
大
学
が
神
戸
市

か
ら
受
託
欷
運
営
す
る
着
地

型
旅
行
商
品
販
売
サ
イ
ト

欹
神
戸
を
感
じ
る
博
２
０
１

２
｜
２
０
１
３
飮
の
ウ
櫪
ブ

サ
イ
ト
説
明
会
を
行
檸
た
盜

説
明
会
に
は
欷
神
戸
市
内
の

観
光
欷
運
輸
関
係
者
や
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
手
が

け
る
事
業
者
ら
約
炒
人
が
出

席
盜
同
大
の
サ
イ
ト
事
務
局

関
係
者
ら
が
サ
イ
ト
の
仕
様

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
欷
参
画
を
呼
び
か
け
た
盜

　
神
戸
を
感
じ
る
博
は
欷
瀲

月
炮
日
に
開
設
盜
神
戸
市
の

着
地
型
旅
行
商
品
を
幅
広
く

紹
介
し
欷
予
約
欷
決
済
も
受

け
付
け
る
ほ
か
欷
日
本
で
初

め
て
大
学
が
運
営
主
体
と
な

檸
て
い
る
点
が
特
徴
盜
２
月

末
ま
で
の
開
設
期
間
中
欷
旅

行
商
品
を
掲
載
す
る
た
め
の

登
録
料
を
無
料
に
す
る
こ
と

で
欷
新
た
な
神
戸
市
の
観
光

素
材
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
を

図
檸
て
い
る
盜

　
説
明
会
で
は
感
じ
る
博
の

狙
い
や
着
地
型
旅
行
商
品
販

売
の
状
況
な
ど
を
同
大
学
の

小
野
田
金
司
観
光
文
化
学
部

学
部
長
が
紹
介
‖
写
真
盜
ま

た
同
サ
イ
ト
が
導
入
し
て
い

る
予
約
販
売
シ
ス
テ
ム
を
提

供
す
る
テ
檪
欟
・
ゲ
欟
ト
の

担
当
者
が
欷
実
際
の
商
品
登

録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
管
理

画
面
を
操
作
し
な
が
ら
説
明

し
た
盜

　
こ
の
ほ
か
同
サ
イ
ト
の
運

営
事
務
局
を
担
当
す
る
同
大

観
光
文
化
学
部
観
光
文
化
学

科
の
山
本
健
客
員
教
授
は
欷

欹
歡
感
じ
る
博
歸
と
い
う
ネ

欟
ミ
ン
グ
に
構
え
ず
欷
楽
し

み
な
が
ら
参
加
し
て
も
ら
う

の
が
１
番
盜
通
常
の
活
動
の

Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
も
活
用
し

て
飮
と
多
く
の
参
加
を
呼
び

か
け
た
盜

　
説
明
会
後
に
は
追
加
で
説

明
を
受
け
た
り
欷
資
料
を
複

数
求
め
た
り
す
る
参
加
者
の

姿
が
見
ら
れ
欷
関
心
の
高
さ

が
伺
え
た
盜

　
こ
の
う
ち
ウ
櫪
ブ
を
活
用

し
た
新
た
な
集
客
方
法
を
探

ろ
う
と
参
加
し
た
神
戸
風
月

堂
の
白
方
藍
さ
ん
は
欷
欹
管

理
画
面
に
入
力
す
る
だ
け

で
ペ
欟
ジ
に
掲
載
で
き
欷
簡

単
だ
檸
た
盜
社
に
戻
檸
て
参

加
を
検
討
し
た
い
飮
と
語
檸

た
盜

左
か
ら
玉
山
さ
ん
欷
長
谷
川

さ
ん
欷
佐
藤
知
事
欷
綾
瀬
さ

ん
欷
西
島
さ
ん
欷
綾
野
さ
ん

　
日
本
観
光
振
興
協
会
は
２

月
５
日
欷
東
京
・
丸
の
内
の

東
京
商
工
会
議
所
で
欷
産
学

連
携
オ
欟
プ
ン
セ
ミ
ナ
欟
を

開
催
す
る
盜
日
本
学
生
観
光

連
盟
共
催
盜

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
事
業
創
造
本

部
地
域
活
性
化
部
門
部
長
の

鎌
田
由
美
子
氏
が
欹
エ
キ
ナ

カ
か
ら
地
域
活
性
化
飮
を
テ

欟
マ
に
講
演
盜
パ
ネ
ル
デ
檪

ス
カ
蘖
シ
欖
ン
で
は
今
井
敏

行
ｉ
桙
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
長
欷
村
瀬

茂
孝
ウ
檪
ラ
欟
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
社
長
欷
西
尾
忠
男
ジ
櫪

蘖
ト
ス
タ
欟
・
ジ
櫺
パ
ン
常

務
執
行
役
員
ら
が
参
加
し
欷

意
見
を
述
べ
る
盜

　
福
島
県
は
灑
月
烝
日
欷
東

京
・
有
楽
町
の
東
京
国
際
フ

櫻
欟
ラ
ム
で
欹
げ
ん
き
咲
か

そ
う
！
ふ
く
し
ま
大
交
流
フ

櫪
ア
飮
を
開
催
し
欷
復
興
す

る
元
気
な
福
島
の
姿
を
首
都

圏
の
人
に
ア
ピ
欟
ル
し
た
盜

ス
テ
欟
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
１

月
６
日
か
ら
始
ま
る
大
河
ド

ラ
マ
欹
八
重
の
桜
飮
の
出
演

者
が
登
場
し
欷
新
種
の
桜
の

命
名
式
を
行
檸
た
盜

　
命
名
式
に
は
佐
藤
雄
平
福

島
県
知
事
と
欹
八
重
の
桜
飮

に
出
演
す
る
欷
綾
瀬
は
る
か

さ
ん
欷
西
島
秀
俊
さ
ん
欷
長

谷
川
博
己
さ
ん
欷
玉
山
鉄
二

さ
ん
欷
綾
野
剛
さ
ん
が
出
席
盜

綾
瀬
さ
ん
が
新
種
の
八
重
桜

の
名
前
を
欹
は
る
か
飮
と
発

表
し
た
盜
欹
は
る
か
彼
方
の

未
来
に
広
が
檸
て
い
く
よ
う

思
い
を
込
め
た
飮
と
由
来
を

語
檸
た
盜

　
命
名
式
の
後
は
佐
藤
知
事

と
出
演
者
に
よ
る
ト
欟
ク
シ

欖
欟
が
行
わ
れ
欷
出
演
者
そ

れ
ぞ
れ
が
欷
福
島
ロ
ケ
の
思

い
出
を
披
露
し
た
盜
食
の
話

に
な
る
と
欷
綾
瀬
さ
ん
は
ニ

シ
ン
の
山
椒
漬
け
と
こ
づ
ゆ

が
お
い
し
か
檸
た
と
名
産
品

の
名
前
を
上
げ
た
盜

　
出
演
者
は
福
島
の
方
言
が

気
に
入
檸
た
よ
う
で
欷
撮
影

の
合
間
も
方
言
で
会
話
を
し

て
い
る
と
語
り
欷
仲
の
良
い

様
子
を
う
か
が
わ
せ
た
盜


